
＜アヤメの仲間 ―― そのつくり ――＞
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被子植物の花が、ガク・花弁・雄しべ・雌しべから成ることはご存じですね？ アヤメの仲間はガク
ひ し

と花弁がよく似ていて見かけ上区別がつかず、それぞれ外花被片・内花被片と呼ばれています。外花被
が い か ひ へ ん な い か ひ へ ん

片を覆う花弁状のものを持ち上げてみたら、そこに１本の雄しべが隠れていました。つまり上の写真で
おお かく

私が持ち上げたのは雌しべなのです。ガクだけでなく、雌しべまでもが花弁に化けるとは面白いですね。

ところで、外花被片に見られる網目や黄色の筋などの模様ですが、これらは、「蜜標」といって、花
あ み め

粉を運んでくれるハチなどに蜜のありかを知らせる目印です。ハチたちは迷わずこの部分から奥に入っ

ていきます。

アヤメの仲間でもう一つ変わっているのは、葉に表裏がないことです。

「単面葉」といって葉が二つ折れになっており、表側は小さくなって茎や次の
たんめんよう

葉を抱き、外からは裏側だけが見えているのです。

なお、子どもの日の「菖蒲湯」に入れるのはサトイモ科のショウブで、アヤ
しょうぶゆ

メ科のハナショウブやキショウブではありません。「尚武」に通じるところか

ら男子の祝いに珍重されたようですが、現

在の武者人形の飾りにはハナショウブが

使われていますね。【理科支援員 宮内】
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↑アヤメの葉の両面・外か

ら見えているのは裏側だけ
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↑サトイモ科のショウブの仲間・セキショウ


